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１年NO２６
	主第名
	信頼する友の幸せを願う友情
	項目
	2-3信頼友情
	時期
	１月　４週

	ねらい

	互いに信頼し理解し合い，相手の幸せを願って助け合い，友情を深めていこうとする意欲を育てる。

	関　連
	「学び合い助け合う友情『友の肖像画』」(道徳) 　「学び合う学芸会」(特活) 　　「」(国語)

	資料名
	ロレンゾの友達
	出典
	読み物資料とその利用２-主として他の人とのかかわりに関すること-(文科省))

	          　　　　      指　　　　導　　　　過　　　　程

	段階
	 　 学習活動(主な発問と予想される反応)
	時間
	 指 導 上 の 留 意 事 項

	付方け向
	１ よい友達とは，どんな友だちだろう。色で　表現してみよう。(ワークシートに記入)
	 5
	・学級の実態により，色以外のもので「よい　友達」を，表現させてもよい。

	　追価求値把の握　　　　　　　　　　価値の追求
把握

	２　資料を，語りで聞き，話し合う。
①  ロレンゾを待ちながら話し合っている三   人の考えについて，自分はどれに近いか。　また、その理由は…。
   (ア＝アンドレ)：お金を持たせて逃がす。(…いけな   いかも)。→信用しているから。
   (イ＝サバイユ)：自首を進める。(…罪は罪)。本人が   納得しない場合は，そのまま逃がす。→自分の  考えは伝えたい。本人を信用して逃がす。
    (ウ＝ニコライ)：自首を進める。自首を納得したら一  緒に警察に行く。だめなら，警察に知らせる。    (…びくびくして逃げるのは，かえって友達を苦   しませることになる)。→自分が本心を言う。友達  だから罪を償って欲しい。
  (エ＝３人以外)：どうしても，信じられない。本人の言う  とおりにする。→本人の言うことを信じる。悪い  ことしてないと思う。
①’質問したい考えに質問し，互いに自分の    考えを伝え合おう。
  ウ＝信用している友達だから，自首を進め　　　る。アの人は，友達が悪いことをした　　　ままでいても，平気なのか。    　　　ア＝平気ではないが，本当にやったなら，　　　自分できっと自首してくれると思うから。
①”「はっとした」「なるほど」と思った学び　 を，伝え合おう。
  ア＝自分は，ウの人の「友達だから，他の　　　人に悪く思われる状態になっても，自分　　　は信用してつき合っていきたい」とい　　　う考えを聞いて，はっとした。
  ウ＝アの人なりに友達のことを考えている　　　んだと思った。なるほどと思った。
①”’三人がロレンゾに対してもっている共通　した思いは，何だろう。
  ・ロレンゾを信じていたい。
  ・ロレンゾの幸せ，ためになることを願う。
②　再会を祝った酒場から帰る途中，三人は　どんなことを考えただろう。
　・ロレンゾを信頼できることが嬉しい。
  ・ロレンゾを疑った自分が情けない。
	35
	・お話の要点を言葉カードで押さえなが　ら，語り聞かせをする。
・「何かのまちがいに決まっているよ」 「信じられないなあ」などの言葉を大   切に，ロレンゾの友達関係がある程度  の信頼感のあったものであることを伝  える。
・三人の考え以外の考えを持つ児童がい  たら，四人目・五人目として生かす。
・自分の考えの伝え合いには，「つけた   し」を，質問に対しては，「もっとく  わしく」などの学び合いを進める言葉  カードを提示し，活用させる。
・自分の学びの伝え合いのとき，「はっ  とした」「なるほど」などの学び合い  を進める言葉カードを提示し，自分の  成長・変化が自覚できるようにすると  ともに，その変化をみんなに伝えやす  くする。
・「友達への信頼」「友達の幸せ=友達の  ことを思う」「助ける」等が，ねらいに   かかわるキーワードである。どう対処  するか，助け合い方を巡っての話し合  いの中で，児童自身にキーワードを見  つけ出させたい。
・①”では，話し合いを通して，友達の　幸せを願って助け合うときに必要にな　る考え方・感じ方について，話し合い　を通して学んだことを出し合う。                                                                                                                
・①”’は，①～①”までの話し合いのま  とめとして，どの立場にも宿る心であ  ることに気付かせる。
・②の発問は，①～①”’までに話し合い  が深まった場合は，不要である。「間  違いだった」ことが分かったことだけ  告げてもよい。    

	　生　き　方自の覚
	３ キーワードが生かされている例を話し合う。①教師から，キーワードが生きている例を聞く。　・苦手なことを頑張っている友達を励ます友。②自分たちが見つけたキーワードが生きている　例を話し合う。
	　42
	・①は，教師が児童の日常生活で見つけ　た例を話し，児童とともに喜び合う。・②は，学級の状況によっては，書かせ　てもよい。


	　まめと
	４　相手の幸せを願って助け合うことの大切　さを，難しさとともに考える。
	　
45

	・教師が体験談を話す。


実　　践　　資　　料
全校道徳授業　１年

○　日時　平成２４年１月２６日（木）４限

○　項目　２（２）信頼・友情
○　資料　ロレンゾの友達　

読み物資料とその利用２主として他の人とのかかわりに関すること１年　文部科学省
＜授業の展開＞
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＜授業の様子＞


　　　　　　（　語りの板書　）　　　　　　　　　　（　話し合いの板書　）

＜授業者の反省＞

· 資料の扱いで工夫した点

前時の授業で心のノートを用い，生徒たちに「友情」をテーマに考えさせた。自分にとって友達とはどんな存在なのかや，理想の友達ってどんな友達か等を学級の仲間と伝え合った。本時では，さらに，互いに信頼し理解し合い，相手の幸せを願って助け合い，友情を深めていこうとする意欲を育てようと，資料を語りで聞かせ，考えさせた。ロレンゾ達の友達関係はある程度信頼感のあったものを伝えた上で，友達の助け合い方を巡っての話し合いができるように配慮した。
· 展開における反省点

まず，アンドレ，サバイユ，二コライのどの意見に近いかという発問で，サバイユの意見が極端に支持され，その後の生徒同士のかかわりや意見交換の広がりが薄くなってしまった。二コライが感じていた，「逃がしたらかえって友達を苦しませる」という友達のこの先を深く考えた発言を大事に，語りを進めていたら，二コライを支持する生徒も出てきていたかもしれない。そして，出てきた意見に対してさらに深める「なるほど」「参考になった」「もっとくわしく」の意見がいつも出にくいので，よく生徒同士考えを聴き合い，伝え合うことを大切にしていきたいと思う。
· 学級の様子と生徒の成長

悪いことは悪いという認識が強い生徒が多く，自首をすすめるという意見が圧倒的だった。しかしその前に，よく友達と向き合って，理由を聞き出したり，本当か否かを自分の手で確かめたりしたいという生徒が多かった。「眠られないほど友達のことを真剣に思える人，また，友達に何があっても信じてもらえる自分になりたい。」「悪いことは悪いとはっきりと言えることこそが本当の友達だ。」と感じた生徒が多く，真の友情をつくっていこうとする生徒が増えてきたと感じている。
導入


　よい友達とはどんな友達だろう。


「よい友達」って何色だと思いますか？�
�
展開①　資料を，語りで聞き，話し合う。


ロレンゾを待ちながら話し合っている３人の考えについて，自分はどれの近いか，またその理由は何か考える。�
�
ア　（アンドレ）お金を持たせて逃がす。


イ　（サバイユ）自首をすすめる。本人が納得しなければ逃がす。


ウ　（ニコライ）自首をすすめる。一緒に警察に行く。だめなら警察に言う。


展開②　


三人がロレンゾに対してもっている共通した思いは，なんだろう。�
�
ロレンゾを信じていたい。


ロレンゾの幸せ，ためになることを願う。


展開②´考えを深める。


再会を祝った酒場から帰る途中，三人はどんなことを考えたのだろう。�
�
ロレンゾを信頼できることがうれしい。


ロレンゾを疑った自分が情けない。





終末　相手の幸せを願って助け合えることの大切さを，難しさとともに考える。


教師が体験談を話す。


授業の感想を書く。　





全校道徳の時間に全校同じ資料を使用











